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定額減税補足給付金 (不足額給付)
　定額減税において減税し切れないと見込まれる人に支給した調整給付の支給額に不足が生じる場合に、追
加で給付します。対象者には確認書を順次発送します。専用フォームは８月26日㈫以降に公開予定です。

●内 �①令和７年に計算した定額減税し切れなかった額－令和６年
度調整給付額 ②確認書に記載の金額

●対 �①令和６年分所得税額確定後、本来給付されるべき額と実際
に給付された額で差額が生じた人

　②次の全てに当てはまる人
　▶ 令和６年分所得税、令和６年度個人住民税所得割ともに非
課税（定額減税前税額が０円）

　▶ 税制度上の扶養親族の対象外（青色事業専従者、白色事業
専従者、合計所得金額48万円超の人）

　▶ 低所得世帯向け給付の対象外

●申 �11月28日㈮までに郵送または専用
フォーム

●問 �〒798 - 8601 宇和島市曙町１番地 
税務課市民税係☎49 - 7010または
各支所総務税務係

ＩＤ：0118813

文化芸術振興事業補助金交付事業
　市内で実施される文化芸術分野事業に対し補助金を交付します。申請には事前相談が必要です。必ずお問
い合わせください。対象事業など詳しくは市ホームページをご覧ください。

●内 �▶文化芸術分野事業：100万円 (上限)
　 ▶ 子ども (高校３年生相当まで) が文化芸術活動に

参加する機会や環境の充実を図る事業：130万円 
(上限)

　 ▶ 子ども向け体験型イベント：30万円 (上限)

●対 �次の全てに当てはまる団体または個人
　 ▶市内で文化芸術に関する事業を自ら実施している
　 ▶ 規約などを有し、行政機関が事務局に対して負担金

などの支出や人的支援などを行っていない (団体)

　▶ 明確な会計経理がされていると認められている
　▶ 不当な行為の防止などに関する法律に規定す

る暴力団関係者または無差別大量殺人行為を
行った団体の規制に関する法律に規定する処
分を受けている団体関係者ではない

●申 �申請書と必要書類を郵送、メールまたは持参
●問 �〒798 - 8601 宇和島市曙町１番地 文化・スポー
ツ課 文化芸術振興事業補助金担当☎49
- 7033  bunkap＠city.uwajima.lg.jp

ＩＤ：0114788

年金生活者支援給付金制度
　公的年金などの収入やその他の所得額が一定
基準以下の年金受給者の生活を支援するために、
年金に上乗せして支給されます。
　対象者には年金生活者支援給付金請求書 (はが
き) が同封されたお知らせを、９月初旬頃から順
次送付します。

●申 �年金生活者支援給付金請求書 (はがき) を郵送
●問 �給付金専用ダイヤル☎0570 - 05 - 4092また
は宇和島年金事務所☎22 - 5440

ＩＤ：0049021

宝くじ助成でコミュニティ活動用備
品を整備
　九島連合自治会が地域のイベントなどで使用
するアルミステージを整備しました。
　今回の整備により、地域活性化や地域コミュ
ニティの強化につながることが期待されます。

●問市民課市民協働推進室☎49 - 7004

ＩＤ：0118005
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「愛workがディグる！チャンネル」オープン
　就活生に人気の企業30社の魅力が集結した特
設サイト「愛workがディグる！チャンネル」が
オープンしました。
　キャリアコンサルタントが企業若手社員の「入
社理由」「やりがい」や、人事が語る「業界ナンバー
ワン」「教育制度充実」の秘密など、企業の魅力
を深掘りインタビューしました。県内50社のイ
ンターンシップに申し込みも可能です。

●問 �ジョブカフェ愛work☎089 - 913 -
8686

ＩＤ：0117964

ひとり親家庭ワンストップ相談窓口開設
　24時間365日応対可能なチャットボットを活
用した、ひとり親家庭ワンストップ相談窓口が
開設されました。キャリアカウンセラーによる
就業相談や弁護士による法律相談の予約も受け
付けています。気軽にご利用ください。

●対 �ひとり親家庭など (離婚前の家庭含む)
●問 �県子育て支援課☎089 - 912 - 2411

屋外広告物の設置と申請
　常時または一定の期間継続して屋外に表示され
る看板は「屋外広告物」と呼ばれます。屋外広告
物は自己所有の建物や土地に設置するものでも申
請が必要な場合があり、市では良好な景観を形成
するため、また市民の安全を守るために「宇和島
市屋外広告物条例」で規制しています。新規に設
置する時だけでなく、すでに設置しているもので
も申請していない場合は申請してください。

●対 �屋上広告、突出広告、壁面広告、　　
野立広告など

●問  都市整備課都市計画係☎49 - 7027
ＩＤ：0064874

マイナ保険証の利用
　マイナ保険証 (健康保険証の利用登録をしたマイ
ナンバーカード) を利用すると、高額療養費の一時
支払いが免除される、薬や診療履歴に基づいたより
良い医療を受けられるなどのメリットがあります。
　利用登録は医療機関や薬局の受付に設置され
ている顔認証付きカードリーダーやマイナポー
タルで簡単にできます。

●問 �マイナ保険証について：保険健康課保険業務係
または後期高齢者医療係☎24 - 1111
内線2120・2121、マイナンバーカー
ドについて：市民課☎49 - 7075

ＩＤ：0116299

令和８年 ４・５月新規入園・転園手続き
　10月１日㈬から申込用紙を配布します。
▶①認定こども園 (幼稚園部分) ②私立幼稚園
　③保育所、認定こども園 (保育所部分)
●場 �①②各施設 ③こども家庭課、各公立施設
●申 �①10月15日㈬～ 31日㈮平日 午前９時～午
後５時 (公立は午後４時まで) ②10月15日㈬
～定員に達する日平日 午前９時～午後５時 
③10月15日㈬～ 31日㈮平日 午後６時まで、
18日㈯～ 19日㈰ 午後１時～５時 (各公立施
設は平日 午前９時～午後５時)

 ●問 �こども家庭課こども育成係☎24 -
1111内線2145

ＩＤ：0078873

700ＭＨｚ（メガヘルツ）利用推進協
会によるテレビ受信対策
　携帯電話の新しい電波利用開始に伴い、テレ
ビ映像に影響の出る恐れのある一部地域の家庭
に(一社)700ＭＨｚ利用推進協会がチラシを配布
（必要により訪問）しています。
　試験電波が発射される９月18日㈭以降に影響
が出た場合は、(一社)700ＭＨｚ利用推進協会が
無償で対策工事を行うのでご連絡ください。

●問 �700ＭＨｚテレビ受信障害対策コー
ルセンター☎0120 - 700 - 012

ＩＤ：0064620
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FMがいや 宇和島市社会福祉協議会の
じゃこねって話そう

●日  毎週木曜日 午前７時30分～ （再放送午後４時～）
●内  じゃこ天を練るようにごちゃ混ぜでざっくり
社協について語ります。 ▼  清家 正崇 さん

●問 FMがいや☎49 - 1769  r-m@gaiya769.jp

ＩＤ：0118474

結核・呼吸器感染症予防週間
(９月24日～30日)
　早期発見のため定期的に胸部レントゲン検査を
受け、風邪に似た症状が２週間続く場合は病院を
受診しましょう。呼吸器感染症の予防には手洗い、
咳エチケットなどの感染対策が大切です。
　65歳以上の人は年に１回結核検診を受診しま
しょう。肺がん検診と兼ねることもできます。
　０歳児は必ず１歳までにBCG (結核予防ワクチ
ン) を接種しましょう。

●問 �予防週間：南予地方局健康増進課感染症対策
係☎22 - 5211内線267、検診・予防接種：
保険健康課保健企画係☎24 - 1111内線3161

ＩＤ：0064533

９月９日は救急の日
　休日や夜間の安易な救急車の呼び出しにより
重症患者の搬送に困るケースが増加しています。
判断に困ったら「えひめ救急電話相談♯7119」
をご利用ください。

■救急フェア

●日 �９月９日㈫ 午前９時30分～ 11時30分
●場 �きさいや広場
●内胸骨圧迫体験、救急車や消防車の展示など

●問 �救急の日：保険健康課保健企画係☎
24 - 1111内線3134、救急フェア：
宇和島消防署救急係☎22 - 6417

ＩＤ：0064748

国際ろう者週間 (９月22日～ 28日)
　平成29年に国連で「手話言語の国際デー」を
９月23日、「国際ろう者週間」を９月最後の月～
日曜日に定められています。また令和７年に公布
された「手話施策推進法」で、９月23日が「手
話の日」と制定されました。

■宇和島城ブルーライトアップ
　「手話言語をブルーライトで輝かせる」全国一
斉プロジェクトに合わせて実施します。

●日 �９月22日㈪～ 28日㈰ 午後６時～10時

●問 �福祉課障がい福祉係☎49 - 7016
ＩＤ：0118675

９月は集団食中毒防止月間
　食品の製造・加工技術の多様化、食品流通の
広域化、食環境の変化などの理由が重なり、全
国的に食中毒の発生件数が多く、近年はテイク
アウト需要の増加などにより、新たな業態によ
る食中毒のリスクが不安視されています。
　９月は気温も高く、体力を消耗し抵抗力が弱
まることに加え、運動会、行楽などの集団で飲
食する機会が多いなど、集団食中毒の発生リス
クが高まるため、対策にご協力ください。

●問 �県薬務衛生課食品衛生係☎089 - 912 - 2395
ＩＤ：0064766

秋の全国交通安全運動 (９月21日～ 30日)
■県スローガン
「夕暮れに 歩行者を照らす 照 (しょう) time」

■県重点
▶ 「愛顔（えがお）あふれる愛媛県」の実現に向
けた交通事故防止対策の推進

▶「前見て！運転プロジェクト」の普及促進
▶「大人も手を上げよう」運動の推進

●問 �市民課市民協働推進室☎49 - 7004

ＩＤ：0072374


